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3 月の講習会・研修会に参加して 

 びわこ学院大学 奥田愛子 

 

 3 月の講習会・研修会は大阪創元社ビルで開催されました。久しぶりに見る梅田の街は

以前とは大きく様変わりしていて、私の知らない顔になっていました。 

  

午前の研修では、鈴木先生より身体症状・反応の心理学的意味について、事例とともに

ご講義いただきました。カナーの症状論をもとにした、競技成績等の出来の悪さやスラン

プ、身体の症状として見えているものは、真の問題や課題への入り口でしかないこと、そ

して怪我や痛みはそれら真の問題や課題がどこにあって、どんな状態かを知る手がかりと

なる一方で、それらがこれ以上悪化しないための安全弁、あるいは超えてはいけない壁と

なってもいるといった内容からは、聴き手である治療者としての力量を考えずにはいられ

ませんでした。ご紹介いただいた長期におよぶ関わりの事例は、クライエントにとって大

切な競技生活の時期に寄り添われたものであり、先生ご自身にとっても大切な事例の一つ

ではないかと想像しました。期間中、クライエントが訴えた痛みのストーリーも命の語り

のようで、先述の思いをより強くしました。 

続く午後の事例検討の中でも、思い（重い）が身体症状となっているといったことがテ

ーマだったかと…調子が悪い時の変動の大きさ（低い水準）を、クライエントは “鉛のよ

うに重くなる”と表現するとともに、そうして抱えた問題に“なぜ自分がそうなるのか、

（そして）何をどうしたらそうならないのか”と。これらの訴えは、LMT の特徴的な彩色

の仕方と重なり、私には、今後、セラピーを通してクライエントご自身が納得できる物語

づくりを継続されていくように思われました。事例をお聴きしながら、クライエントのス

トーリーに治療者が丁寧に添っているという印象を持つとともに、さまざまなコメントの

うち、特にクライエントの言葉の端々までをよく吟味することがとても重要だということ

がこころに残りました。 

さらに、ここまでの研修ですでに飽和状態になったアタマを叱咤激励して、中島先生の

心身問題と心理臨床というテーマでのご講義をお聴きしました。正直なところ、先生のお

話の内容が私の理解の壁を超えていて、安全弁が働いてしまっていました（笑）。浅い理解
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での所感になるのですが、見えないものを見る、というよりも見えないものを見たいとい

う衝動は、それほどまでに無意識の世界が魅力ある存在であること、ただし、見えないも

のに触れるためには、そのための儀式や作法（技法）や訓練が必要であるというお話から

は、自然科学の手法では到達できないその深い世界を理解するために必要十分な臨床トレ

ーニングの大切さを痛感すると同時に、自分自身がそうした世界に惹きつけられたことを

再認識いたしました。 

研修会が終了した頃は、すでに黄昏の時も過ぎていました。今回もアタマだけでなく、

こころもいっぱいになって帰途につきました。次回の研修会も心待ちにしています。あり

がとうございました。 

 

 

第 49 回学会研修会と学会への雑感 

佐渡忠洋（常葉大学） 

 

2014 年 6 月 8 日に東京で開催された研修会では、髙橋幸治先生が事例をご発表くださ

いました。髙橋先生の事例を拝聴する機会とは、私にとっては、布置に対する自らの位置

や姿勢を問われる時間になることが多いように思います。これまでも今回も、そう経験し

てきたという後味があります。今回、発表された事例では、クライエントへの細やかな配

慮が、ごく自然に綿密になされていることが意識でき（多くの場合、これらは文字になり

ませんが）、こうしたコミットメントがしっかりあってこそ、布置というパースペクティヴ

が活きてくる、と思えたことが私には収穫でした。本学会員の多くの方にとって、これは

当たり前のことなのでしょうが、頭でっかち症候群の中にあると、どうも本当に大切なこ

とを見失いがちになります。事例を聴き、その世界にできるかぎり身を投じることが持つ

可能性は、大きかったです。 

この発表の指定討論者は中島先生と名取先生でした。中島先生はコメントの最後に、“発

達障害”への新しい捉えを示唆されました。時間の関係で、詳しくお聞きできなかったの

は残念です。学会のワークショップや資格講習会などで、またその論に触れる時間があれ

ば嬉しいです。名取先生は、事例理解において、グリム童話の「鉄のハンス」（KHM136）

を挙げながら、別の位相へと導いてくださいました。先生の語り口調なども相俟って、そ

の旅は非常に心地よいものでした。東洋・西洋のお伽話に関する先生のワークショップな

どがあれば幸せだな、と感じています。 

先日送られてきた学会誌が新しくなっていました。その雑誌を読んで本棚に収めようと、

代わりに手に取った書籍の中に、山中先生の論文が収録されていました。1994 年、本学会

が立ち上がる前に著されたこの論文には、今後期待される心理臨床の分野として「スポー

ツ臨床」が挙げられています。この 20 年で「スポーツ臨床」はどのように変わったのか、

さらには本学会が冠する「臨床心理身体運動学」がどのようなものか、今、自分のことと

して私は考えています。何か明確な到達地を設けて進まないことが本学会を好きな理由の

1 つなのですが、上のことと関係して、今の国家資格の動向に対し、事例研究と臨床実践

をもっとも尊重する本学会は、何か明確な声を挙げるべきだと感じています。会員の中に



はいろいろなご意見もおありでしょうが、自身のアイデンテイティを心理療法家に求める

（求めたい）以上、私は反対したいのです。 

まとまりのない文章になってしまいました。 

12 月の学会で皆さんと会えることを楽しみにしております。大会実行委員長の坂中先生、

大会実行委員の諸先生方、お体を大切にしてください。 

 

山中康裕（1994）臨床心理学の未来．In；河合隼雄・山中康裕（編）臨床心理学入門（こ

ころの科学増刊）．日本評論社，pp.169-172． 

 

 

 

事務局より  

○年会費納入のお願い 

 年会費を未納の方は、至急下記口座に入金してください。また、納入状況につきま

しては、事務局までお問い合わせください。  

  

  

 

＜振込先＞ 

    送金口座              銀行対応  

    ゆうちょ銀行            店  名：四四八（よんよんはち） 

    １４４６０－２９２３１２１１    店  番：４４８ 

    日本臨床心理身体運動学会      預金種目：普通預金 

                      口座番号：２９２３１２１ 

 

 

  

 

 

 

○年会費自動払込の手続きについて 

年会費の自動払込手続きは、学会総会における決議事項であり、全会員にお願いし

ています。手続き未完了の方は自動払込利用申込書をご提出ください。申込書をお

持ちでない方は、事務局までご連絡ください。 

 

○住所・所属等の変更連絡のお願い 

住所や所属等に変更があった場合は、速やかに事務局までご連絡ください。  

 

 

正会員 10,000 円 一般会員 9,000 円 準会員 7,000 円 

会員の皆様には、2014 年度年会費をご納入いただくことが、 

第 17 回大会参加の条件となっておりますので、ご注意ください。  



○連絡先 

 日本臨床心理身体運動学会事務局 

 〒541-0047 大阪市中央区淡路町 4-3-6 新元社内 

 TEL：06-6221-2600 

 FAX：06-6221-2611 

 E-mail：office@rinsinsin.jp 

 

 

 

編集後記 

 SPACE 第 31 号をお届けします。本号は研修会・講習会に参加されての感想を書いていただ

きました。研修会・講習会はさまざまなことを学び、感じる機会です。そのときに感じ、考え

たこと今後も会報を通じて書いていただきたいと思っています。 

 31 号はもう少し早めにお届けしたかったのですが、遅れてしまいました。申し訳ありません。  

 12 月 13・14 日に学会大会が開催されます。今年も講演、シンポジウム、研究発表と盛りだ

くさんのプログラムがあり、楽しみです。 

 会員相互の利益になるような情報等があればお知らせ下さい。（鈴木） 
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